
 

令和７年３月に新しくなったハザードマップによると、和合町を流れる段子川沿い、権現谷川沿

いの地域にて、河川の氾濫による浸水域が示され、深さとしては少ない所で０～０．５メートル、

場所によっては０．５～３メートルと示されています。 

また、土砂災害の急傾斜地の崩壊に対する特別警戒区域、警戒区域として示されている場所もあ

ります。 

 

水害から命を守るための準備をしておきましょう 

□ 自宅のある場所は浸水域に入っていますか？（ハザードマップで確認） 

□ 自宅のある場所は土砂災害の危険区域ですか？（ハザードマップで確認） 

□ 自分の家が浸水域にあっても、２階に避難するなどの方法で安全確保ができますか？ 

□ ご自身または一緒に避難する方は、避難に時間がかかりますか 

□ 避難に支援が必要な方は、支援してくれる方を決めておきましょう 

□ 避難所の開設は、浜松市からの情報になります。浜松市防災ホットメールに登録をしてお

きましょう 

□ 安全な場所に住んでいて頼れる知人や親せき等がいますか。その方と連絡がとれるように

しておきましょう（避難は避難所だけではありません。） 

□ 避難経路の確認をしておきましょう（実際、大雨が降った中での避難を考え、避難を自分

でシミュレーションしておきましょう） 

浜松市ハザードマップはこちらから 

 

 

 

浜松市防災ホットメールはこちらから 
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雨の季節となりました。 


